
  

 
 

■愛知県議会令和５年９月定例会 9 月 27 日開会 

９月定例会開会初日提出の総額 158 億 2,200 万円の一
般会計の補正予算には 6 月 2 日の大雨で被災した農業者の
支援に 5億円、県文化施設の活性化を図るための基本計画の
策定に 0.35億円、技能五輪全国大会・全国アビリンピック
の 3年連続開催に向けた取組に 0.13億円、休み方改革を全
国に発信し日本全体の観光需要の平準化促進に 0.19億円、
将来を担う人材の育成を図るための実習設備の整備に 0.6
億円、交通死亡事故抑止に向けた交通安全対策の推進に 1.1
億円などが計上され、条例関係ではあいち森と緑づくり条例
の 5年間の延長、多頭飼養の届け出制度を創設する動物の愛
護及び管理に関する条例の一部改正などが上程されます。 

■稲沢市議会議員選挙地域別当選者 

 9月 17日告示、24日に執行された市会議員選挙には、現職 18人、新人 12人(後継候補は 4人)の 30
人が立候補しましたが投票率は 46.11％と前回より4.95ポイント下落し大きく 50％を割り込みました。 
当選者は現職 17人、新人 9人(内後継は 4人)と前回の新人 7人(内後継 4人)より多く入れ替りました。 
政党別では公明・共産がともに 2人、維新・参政がともに 1人で稲沢市では初めて維新、参政の議員が誕
生しました。当選ラインは前回(8人)より多い 10人が 2,000票を超える中、最下位当選が約 1,000票と
前回の約 1,400 票から大きく下がりました。地区別では稲沢市民センター地区が現職 1・新人 3 の 4 人
と 2増、小正 2人、下津 3人、明治 3人(1増)、千代田 1人、大里西 2人、大里東 2人(1減)、祖父江支
所 8人(1増、新人 3)、平和支所 1 人(2減)で定数の 26 人となります。新人候補が多数出馬した稲沢や
候補者 10人が戦った祖父江では現職が落選するなど厳しい選挙戦でした。 
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●選挙戦では大きな声や交通渋滞などご迷惑をおかけししました。 

                            下津 
                          小正 
                     
祖父江       明治      稲沢 
                                 大里東 
                       
                       大里西 
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        平和 

 
 

稲沢約 2 万 5 千人  
⑥山田崇夫１期 

⑯鵜野大助１期 

⑰木全信明４期 

㉖鈴木純子１期 

 

明治約 1 万 3 千人 

⑦杉山太希２期 

⑧ １期(公明) 

㉓平床健一２期 

 

小正約 2 万 2 千人 

③星野俊次６期 

⑭六鹿順二５期 

   星野市議 

下津約 1 万 1 千人 

④大野紀之１期 

⑨杤本敏子６期(公明) 

⑩岡野次男２期 
     岡野市議 

 
大里東約 1 万 1 千人  
⑫近藤治夫２期    

㉔服部俊夫１期(共産) 

 

平和約 1 万 3 千人 

② ２期 

 

大里西約 1 万 2 千人 

⑱北村太郎２期 

⑲木村喜信５期 
千代田約 8 千人 

⑤ ３期 

 

祖父江約 2 万 1 千人 

①志智 央 ３期 

⑪黒田哲生２期 志智市議 

⑬土岐優子１期 

⑮津田敏樹３期 

⑳吉川隆之４期 

㉑ ５期(共産) 
㉒平野泰弘１期(維新) 

㉕小柳彩子１期(参政) 
 
 

木全市議 

※地域割り等は立候補時のもので参考程度に
敬称略。写真は現市民クラブの皆さんです。 



●来県外国人旅行者数の推移 

■稲沢市議会議員選挙投票率（投票所別、投票率順、期日前含まず） 

2011年の市議選では投票率が56.80％と60％を割り込みました
が、低落傾向は止まらずに前回 2019年の 51.06％から今回は 4.95
ポイントも低い 46.11％と大きく 50％を割り込みました。 

24日投票日当日の投票所における投票率は 6.33％減の 32.19％、
期日前投票率は 13.92％(前回＋1.38)です。期日前を含まない投票
所別では、祖父江地区の丸甲、山崎、祖父江、長岡が 1～4位と上位
を占め、稲沢北は 6位でした。 
■あいちレポート 2022 県政 150 周年特集号から⑤ 

【愛知の今と昔 ９ 文化・観光から】 
観光 本県は、新型コロナウイルス感染
症が拡大するまでは、好調なインバウン
ドに支えられ、来県外国人旅行者数は順
調に増加していました。国が取りまとめ
ている訪日外客数から来県外国人旅行者 
数を推計すると、100年前の 1922年では約 2,700人、 50年前の 1972
年では約７万人と 50年間で約６万 7,000人の外国人旅行者が増加、そ
の後 1972年からコロナ禍以前の 2019年の 47年間では約 280万人増
加しています。 
【愛知の今と昔 １０ 環境問題から】 
気候変動 近年、世界では、平均気温の上
昇、海面水位の上昇など気候変動問題が
顕在化し、我が 国においては、激甚な豪
雨・台風災害や猛暑の頻発など、大きな影
響を受けています。 
気温について、名古屋地方気象台で観測された年平均気温の経年変化

では、約 100 年で 2.2℃上昇しています。名古屋市の猛暑日(日最高気温

が 35 度以上の日)の年間日数の比較では、1924 年が 10 日、2020 年には
22 日で 10 年あたり約 1.1 日増えています。本県における降水量の推
移では、１時間の降水量が 30 ㎜以上(バケツを ひっくり返したように降る雨)の日
数は、統計が開始された最初の 10年間(1979 年～88 年)と比べて、2011年
～20年の 10年間では約 1.2倍に増加しています。 
●稲沢市から愛知県への要望活動 
重点要望の祖父江稲沢線の森上工区(南

大通線の西進)、三宅川の整備(白山橋の改
築、正楽橋上流部の改修)、福田川の整備
(遊水地の増設、東源寺杁撤去へ下流部の
改修)のほか鈴木からは稲沢西春線や国府 
宮駅周辺の街づくりなども要望しました。 

●日越外交関係樹立 50周年記念式典・祝賀会 
愛知県議会日越議員連盟副会長及びあいち民主県議団団長として出席しました。 

県内ベトナム人はブラジルの 6万人に次ぐ
5万人、またベトナムへの進出企業の 10% 
は県内企業で未来へ向け互恵
的な関係を築きます。 

 

 

 

長年稲沢市の発展にご尽力頂いた出口勝実議員、

服部猛議員、長屋宗正議員、網倉信太郎議員、東野

靖道議員、加藤孝秋議員、大津丈敏議員、(順不同)

の皆様が勇退されます。また激戦の祖父江では現職

仲間の冨田和音議員が当選に届きませんでした。 

皆様のご功績に敬意と感謝を表すると共

に今後とも大所高所からのご指導を宜しく

お願い申し上げます。 

 

投票ありがとうございました！ 

危惧した以上に投票率は50％を大きく                         割り込みました。政治不信、政治離れ

が続くなか新人候補が多数出馬下さいましたが大変残念です。当選された皆さんには初心を忘れずに新しい視点で望んで頂きたく…

それにしてもマナー無視の選挙戦を現職陣営もするとは…未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

●名古屋の年平均気温の推移 

鈴木           中島建設局長 
     坂田都市・交通局長     加藤稲沢市長 

アジア競技大
会のポロシャツ 

ウルフドッグス
のポロシャツ 

●記念講演された徳川家広公益財団法人徳川
記念財団理事長並びに令夫人英美様と 

投票所は 2019
年の38か所に
比べ 
稲沢は 25→20 
祖父江は 8→7 
平和は 5→4 
と 全体では 7
か所減の31に
再編されてい
ます。 

 


